
第 22 回和歌山県
花いっぱいコンクール

高石市ふるさと村が閉鎖
“閉村式”を挙行

きのくに葬祭事業協同組合と
災害応援協定を締結

祝 100 歳
おめでとうございます「和歌山県花を愛する県民の集い」は、「花と緑の豊かな

ふるさとづくり」運動の一環として、毎年和歌山県花いっ

ぱいコンクールを開催しています。

有田川町清水にある「高石市ふるさと村キャンプ場」が

9 月末をもって閉鎖、10 月 8 日（月・祝）に“閉村式”が

開催されました。この施設は、高石市民との交流を目的の

1 つとして作られた施設で、平成 6 年の開設から 25 年間、

多くの皆さまにご利用いただきました。

高石市の阪口伸六市長は「施設は閉村となるが、有田川

町との友好都市としての関係は引き続き、続けていきたい」

と述べました。

10 月 10 日（水）、きのくに葬祭事業協同組合と「災害

時における棺および葬祭用品の供給等ならびに遺体の搬送

等の協力に関する協定」を締結、協定式を執り行いました。

この協定は、今後発生が予想される南海トラフ巨大地震

などにより亡くなった人の遺体について、町ときのくに葬

祭事業協同組合とが協力し、災害時における遺体の適切な

安置・搬送するためのものです。
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